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１．はじめに  

ガラス繊維強化ポリエチレン管システムは，製管成形条件により管周方向および管軸方向それぞ

れの曲げ特性（剛性及び強度）を制御できる．したがって，不整形地盤での不同沈下があっても，

管周方向の内外圧強さを保持したまま，不等な地盤変状に追随することが期待できる．実際に軟弱

地盤内に敷設されたパイプラインでは、地盤変状に追従（管軸方向に変位）した状態で長期に渡り

運用される．その中でも、通水や落水の繰り返しはパイプラインへ与える影響が大きいことが予想

され、その影響を把握することは設計上、重要である。本報告では，軟弱地盤の不同沈下を大型土

槽で再現することによって、そこに敷設されたパイプラインでの内水圧の繰り返しによる管の挙動

を評価した． 
２．実験概要 

供試管は、ガラス繊維強化ポリエチレン管(以下、PE-GF管とする)とポリエチレン管(以下、PE
管とする)を用い．諸元を表１に示す。供試管は、弾性係数が異なるので環剛性を同等にするため
に管厚を調整した。また、両端が土槽 
壁の外側に出る長さとし、先端はフラ 
ンジで封止し内水圧をかけれる構造と 
した．図１に実験土槽の模式図を示す． 
実験土槽の寸法は、幅1830mm、奥行 
き635mm、高さ1080mmである。軟弱 
地盤を想定し6-7号混合珪砂を用いて相対密度が25%と 
なるように、供試管を埋め戻した．珪砂の物理特性を 
表2に示す．埋め戻した後に、管内を水で満管にし内水 
圧0.5MPaまで上昇させた．内水圧を加えた後に油圧 
ジャッキで55.9kN/m2の上載荷重を与えた．その後、 
土槽底面に配置した空気バネの空気を抜き、地盤の沈 
下を再現した．沈下速度は、土槽底面の沈下に伴い、管が 
追従するように1.0mm/minで設定し20mm地盤を沈下させ 
た．その後、内水圧の繰り返し試験として、①管内の水を 
抜き内水圧を0MPaにする．②管内を満水にし0.5MPaまで 
内水圧を加える．①と②を50回繰り返して管軸方向ひずみ 
と管周方向ひずみを測定し、管の挙動を確認した． 
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表 1．供試管の諸元 

表 2．珪砂の物理特性 

図 1．実験土槽模式図 
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３．結果 

 管軸方向の結果について、図 2、3に示す．PE-GF管では繰り返し内水圧により管軸方向のひず
みに増減は見られなかったが、PE 管では内水圧を繰り返すことにより管軸方向に 2,800μ程度の
ひずみ増加が見られた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
管周方向ひずみの結果について、図 4、5 に示す．管軸方向ひずみ同様に PE-GF 管では管周方
向ひずみの増減は見られなかったが、PE 管では内水圧の繰り返しにより管周方向に最大で-600μ
程度のひずみ増加が確認できた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．まとめ 

ガラス繊維強化ポリエチレン管システムを用いた繰り返し内水圧の影響は以下のことが言える． 
1) ガラス繊維強化ポリエチレン管ではひずみの増減は無かった。よって、ガラス繊維強化ポリエ

チレン管では通水、落水により管軸、管周方向ひずみの増減はないと推測できる． 

2) ポリエチレン管では繰り返し内水圧により管軸、管周いずれの発生ひずみも増加が見られた。

これは管周方向ひずみと管軸方向ひずみの増加が相互に作用した結果と考えられる。よって、

PE管の設計では、留意が必要と思われる。 
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図 2．試験結果(ガラス繊維強化ポリエチレン管) 
      の管軸方向ひずみ変化 

図 3．試験結果(ポリエチレン管)の 
管軸方向ひずみ変化 

内水圧による管軸

ひずみの増加 

図 4．試験結果(ガラス繊維強化ポリエチレン管) 
 の管周方向ひずみ変化（供試管中央部断面） 

図 5．試験結果(ポリエチレン管)の管周方向 
ひずみ変化（供試管中央部断面） 
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